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〈実 施 者〉学校設置者 
〈点検対象〉屋内運動場、武道場、講堂、屋内プールといった大規模空間を持つ施設 

（※吊り天井の有無によらず実施する） 

付１－１ 天井照明器具の落下防止対策の確認                

〈確認内容〉天井に設置された照明器具の取付部分や落下防止対策の有無を目視により確

認する（表付 1-1）。また、必要に応じ、取付詳細図等を確認する。 
〈確認結果〉OK の場合：本確認を完了する。 

要対策の場合：照明器具の保守業務とともに、必要な落下防止対策を行う。 
〈解説〉 
・地震により照明器具が振れると、照明器具の吊り材や取付部に応力が集中し、破損、落

下する可能性がある。 
・小屋組鉄骨や RC 躯体等に対する取付部分に不具合がないことを確認する。 
・照明設備には形式に応じ、次のような落下防止対策が考えられる。 

① 吊り下げ形照明：斜め振れ止めを用いて小屋組鉄骨や RC 躯体に緊結 
② 直付け形照明：斜め振れ止めを用いて小屋組鉄骨やＲＣ躯体に緊結 
③ 天井埋込み照明：ワイヤやロープ、チェーン等を用いて野縁受け等に緊結 
④ 電 動 昇 降 式：上記に加えて落下防止機構を備えた製品を使用 

〈補足〉 

・吊り下げ形照明設備に設ける斜め振れ止めは次の方法が考えられる。 
① 地震時に照明設備が小屋組やＲＣ躯体と一体に動くように設ける。 
② ＸＹ両方向に設ける。 
③ 原則として偏りがないよう両方向とも釣り合いよく設ける。 

 
〈表付 1-1〉 

項目 確認結果 確認方法 

照明設備の取付

部分 

□ひび割れや変形、腐食、緩みが見当たら

ない OK 

目視確認 
（取付詳細図 等） 

□照明器具が支持材に緊結されている 
□上記の措置が行われていない 要対策 

照明設備の落下

防止対策 

□斜め振れ止め等*が設けられている（吊り

下げ形照明、直付け形照明） 

OK 
□ワイヤやロープ、チェーン等が設けられ

ている（天井埋込み照明） 
□昇降機の点検**で異常が確認されておら

ず、落下防止機構を備えた製品である（電

動昇降式のみ） 
□上記の措置が行われていない 要対策 

第２節 照明器具、バスケットゴール等の取付部分の耐震点検と対策の実施 

*照明設備の状況によって、ワイヤやチェーン等による対策も考えられる。 
**電動昇降式照明設備メーカーの点検仕様書等に基づき点検を実施する。 
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写真付 1.1.1：照明器具の落下防止対策の例（振れ

止めワイヤ） 

天井埋込み照明の設置方法 

蛍光灯などの大型器具は専用金物を用いて野縁受けに取り付けられ、照明の開口部周

りの野縁受けには所定の補強が行われることが多い一方で、ダウンライトなど小型器

具は天井面材そのものに取り付けられることが多い。ロックウール吸音板直張りの場

合、照明開口部周りは石膏ボード裏打ちによって補強される。 

斜め振れ止め 
（XY 両方向） 

照明設備の吊りボルト 

照明器具の覆い（ガード）

図付 1.1.1：吊り下げ形照明設備の直上に斜め振れ

止めを設けた例（付図 1.1.2 の伏せ図） 

耐震上のクリアランス 

振れ止め 
（XY 両方向） 

脱落防止
機構つき 

図付 1.1.2：吊り下げ形照明の落下防止対策の例 
（振れ止め） 

図付 1.1.3：天井埋込み照明の落下防止対策の

例（チェーンによる措置） 

脱落防止チェーン 
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付１－２ バスケットゴールの取付部分と落下防止対策の確認         

〈確認内容〉 

 吊下式バスケットゴールの場合： 

吊り元の仕様やフレームの接合部、ワイヤ、バックボード等の取付部分の状態を目視

により確認する（表付 1-2-1）。また、必要に応じ、取付詳細図等を確認する。 
 壁面式バスケットゴールの場合： 

  フレームの接合部やバックボード等の取付部分及び取り付けている壁面の状態を目視

により確認する〈表付 1-2-2〉。また、必要に応じ、取付詳細図等を確認する。 
〈確認結果〉 

OK の場合：本確認を完了する。 
要対策の場合：バスケットゴールの保守業務とともに、必要な落下防止対策を行う。 

〈解説〉 
・バスケットゴールの取付位置は壁と天井とに分かれる。前者は専用架台、後者は専用梁

への取り付けが推奨されている注 1)。 
・バスケットゴールの取付部分、フレーム接合部分に変形・腐食・緩み・亀裂がある場合

は適切な修繕を行う。 
・吊り天井が設置されている場合は、吊下式バスケットゴールの吊元等の確認は天井の実

地診断（ステップ４）と併せて行う。 
・バスケットゴールがギャラリーの腰壁などに設置されている場合、RC 部分にひび割れが

生じていることがある。この場合はコンクリート片の落下防止対策も行う（参照：第 3
節「関連する構造体の点検と対策の実施」）。 

〈補足〉 
・古いバスケットゴールは現行の協会規格・仕様を満たさないものがある。当該装置の型

式を体育施設メーカー等に確認し、現行の協会規格・仕様を満たさない場合は落下防止

対策を実施する。 
・バスケットゴールの古い規格・仕様の例は次の通りである。 

①吊下式バスケットゴール：小屋組鉄骨等に直接取り付けている（専用梁未設置）。 
②壁面式バスケットゴール：折りたたみ式フレームの接合部に緩み止めナット等が

使用されていない注 2)。 
③両者共通：木製バックボードが木ねじのみで取り付けられているなど、容易に外

れないような措置が講じられていない。注 3) 
・吊下式バスケットゴールのワイヤは劣化すると、破断する可能性がある。 
・吊下式バスケットゴールに類似する取付方法をもつ運動具として、天井に設置された体

操用のつり輪がある（写真付 1.2.5 参照）。 
   
注 1）1990 年代以降の日本バスケットボール協会規格は、建築工事によって設けられた専用架台（RC

腰壁等）や専用梁（小屋組鉄骨とは別に設けられた H 形鋼）へのバスケットゴール取り付けを推奨

してきた。 
注 2）緩み止めナットが普及する以前の折りたたみ式フレームの接合部には、ピンを上から差しただけ

のものなどがあるため、接合部が外れない対策が講じられていることを確認する。 

注 3）容易に外れないような措置の一例として「鬼目ナット」の取付け部への使用などがあげられる。 
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〈表付 1-2-1〉 
項目 確認結果 確認方法 

吊下式バスケ

ットゴールの

状況 

□変形や腐食、緩み、亀裂が見当たらない 

OK 目視確認 
（取付詳細図 等） 

□吊り元が屋根部材からでなく専用の梁等

から吊り下げられている 

□吊下げワイヤに著しい変形や腐食、損傷等

が見られない 
□バックボードの取付け部が外れないよう

対策が講じられている 
□上記以外 要対策 

 
〈表付 1-2-2〉 

項目 確認結果 確認方法 

壁面式バスケ

ットゴールの

状況 

□変形や腐食、緩み、亀裂が見当たらない 

OK 目視確認 
（取付詳細図 等） 

□RC 腰壁などにひび割れが見当たらない 
□折りたたみ式フレーム接合部が外れない

よう対策（緩み止めナット等）が講じられ

ている 
□バックボードの取付け部が外れないよう

対策が講じられている 
□上記以外 要対策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

写真付 1.2.2：壁面式バスケットゴールの主な 
確認ポイント 

写真付 1.2.1：吊下式バスケットゴールの主な 
確認ポイント 

吊り元 
吊下げワイヤ 

 フレーム接合部  

壁面取付け部       バックボード取付け部 
バックボード 

取付け部 
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写真付 1.2.6：バックボードの取付け部の例 

写真付 1.2.3：取付け部の緩みの例 17) 

写真付 1.2.5：天井に設置された体操用のつり輪

（吊下式バスケットゴールに類似す  

る運動具）の例 

写真付 1.2.4：フレーム接合部が外れて落下 
したバスケットゴールの例 

写真付 1.2.7：ワイヤの劣化・損傷例 18) 

ワイヤが切れぶら下がった状態 
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付１－３ その他の設備の落下防止対策の確認                
 
〈確認内容〉その他の設備として、高所に設置された放送設備や空調設備等（配管を含む）

の取付部分や落下防止対策の有無を目視により確認する（付表 1-3）。また、

必要に応じ、取付詳細図等を確認する。 
〈確認結果〉OK の場合：本確認を完了する。 

要対策の場合：保守業務を行うとともに、必要な落下防止対策を行う。 
〈解説〉 
・小屋組や RC 躯体に対する取付部分に不具合がないことを確認する。 
・その他の吊り設備には形式に応じて次のような落下防止対策が考えられる。 

① 小屋組鉄骨や RC 躯体からの吊り下げ形又は直付け形：斜め振れ止め等を設置 
② 天井埋込み：ワイヤやチェーン等によって野縁受け等に緊結（p.38図 3.7.8参照） 
③ 電動昇降式：上記に加えて落下防止式機構を備えた製品を使用 

・壁面に固定されたスピーカー等の設備は、支持材となる壁面への緊結を確認する。 
 
〈表付 1-3〉 

項目 確認結果 確認方法 

その他の設備の

取付部分 

□取付金物の緩みや腐食、破損が見当たら

ない OK 

目視確認 
（取付詳細図 等） 

□支持材に緊結されている 

□上記の措置が行われていない 要対策 

その他の設備の

落下防止対策 

□斜め振れ止め等*が設けられている（吊り

下げ形、直付け形） 

OK □ワイヤやチェーン等が設けられている

（天井埋込み形） 
□落下防止機構を備えた製品である（電動

昇降式のみ） 
□上記の措置が行われていない 要対策 

*設備の内容によって、ワイヤやチェーン等による対策も考えられる。 

 
 
 
  

図付 1.3.2：空調設備の落下防止対策の例 写真付 1.3.1 :放送設備の取付部分・舞台装置の落下防止対策 
の例 

振れ止め 
（XY 両方向） 

エアコン 
（FC*ユニッ
ト含む） 
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〈実 施 者〉専門家（建築士等の有資格者）※建築構造設計の知見・経験等を有する者 
〈確認内容〉 

鉄筋コンクリート造の柱梁の上に鉄骨小屋組が乗っている屋内運動場等： 

・地震時に鉄骨屋根の定着部からコンクリートの破片が人のいる場所に落下する可能

性があるかどうかを確認する。 

・可能性がある場合は、図面により鉄骨屋根の定着部の状況を確認し、その対策状況

を確認する（表付 2(1)）。 

鉄骨屋根で天井を有する屋内運動場等： 

・図面により屋根の構造部材の仕様を確認し、天井に大きな揺れをもたらすような損

傷が発生する可能性が高くないことを確認する（表付 2(2)）。 
〈確認結果〉 

OK の場合：本確認を完了する。 
実地診断の場合：目視確認・計測や必要に応じて鉄筋レーダー等の活用により建物の現状

を確認する。確認の結果「OK」とならなかった場合は、要対策と同様

の措置をとる。 
要対策の場合：構造計算等に基づいて次の対策を行う。 

①RC 造の鉄骨屋根：コンクリート破片の落下防止対策（図付 2.1.1 参照） 
※ただし、早急な対策が困難な場合は、応急対策として、落下防止のための“朝顔”

の設置や、人が落下物に近接しないよう措置するなどの対策を講じることが必要

であり、専門家とよく相談の上で実施すること。 
②鉄骨屋根：屋根構面の過大な変形防止対策（図付 2.1.2 参照） 

〈解説〉 
・鉄筋コンクリート造の柱梁の上に鉄骨小屋組が乗っている場合、地震時に両者の接合部

が損傷しコンクリート片が落下することがある。 
・屋根面ブレースの接合部の耐力が構造計算により不足している（保有耐力接合でない）

場合や伸び能力のないターンバックル注)が使用されている場合には、ブレースやブレース

端部の接合部が破断し過大な変形が生じることがあり、天井が設置された屋内運動場等

では地震時に天井落下の可能性が高まる。 
〈補足〉 
・この点検は次のいずれかの建物であることを前提とする。 

①建物が新耐震基準で設計されている。 
②耐震診断によって耐震性能があると判断された、又は必要な耐震補強が行われている。 

・耐震診断が済んでいない新耐震基準以前の施設は、早急に耐震診断を実施する。第一次

診断や耐震化優先度調査しか実施していない施設は、早期に第二次診断を完了する。 
・耐震診断の結果、耐震性がないことが判明した施設については、速やかに耐震化を図る

とともに、本手引により、関連する構造体の点検と対策も併せて実施する。 
 

第３節 関連する構造体の耐震点検と対策の実施 

注）伸び能力が保証された建築用 JIS ターンバックルブレースの普及は 2000 年頃以降であり、それ以

前のものは軸部が塑性化する前にねじ部で早期に破断する場合があるため、適正なブレースに交換

する必要がある。 
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〈表付 2(1)〉 
項目 確認結果（製品名・型番など） 確認資料と方法 

鉄骨屋根の定着

部の状況 

□柱が鉄骨である 

OK 軸組図、構造詳細図 
目視確認・計測、鉄

筋レーダー等 

□十分なへりあき寸法が確保されており、

コンクリートの側方破壊が生じる可能性

はない。配筋もしっかりなされている。 
□上記以外（             ） 要対策 
□確認できる資料がない 実地診断 

〈表付 2(2)〉 
項目 確認結果（製品名・型番など） 確認資料と方法 

屋根構面の仕様 

□屋根構面が地震時にも弾性に留まるよう

設計された立体トラスやシェルである。 

OK 構造詳細図、断面リ

スト、特記仕様書 
目視確認 

□屋根面ブレースに山形鋼が使用されてお

り、接合部が保有耐力接合となっている 
□屋根面ブレースに伸び能力が保証された

建築用 JIS ターンバックルが使用され、

接合部が保有耐力接合となっている。 
□上記以外（             ） 要対策 
□確認できる資料がない 実地診断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真付 2.1.1：RC 造の柱梁の上に鉄骨小屋組が乗

っている体育館 

写真付 2.1.2：定着部コンクリートの破壊 

写真付 2.1.3：耐力の不十分な接合部の破断 

第 

３ 

節 



63 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真付 2.1.4：伸び能力のないターンバックルブ

レースの破断 
写真付 2.1.5：ターンバックルブレースの接合部破

断 

定着部コンクリート破壊に対する検討例 

 

●コンクリートの側方破壊耐力とアンカーボルトのせん断耐力を比較し、コンクリートの側方破壊が先

行する可能性がある場合には、鋼板を巻き付けるなどのコンクリートの落下対策を取る。なお、アンカ

ーが破断する場合は、屋根架構が落下する危険性についても検討し必要に応じて対策を取る。 

 

コンクリートの側方破壊耐力：Qc=0.31 Fc･Aqc 

アンカーボルトのせん断耐力：Qa=Ae･Fu/ 3  

ここで、Fc ：コンクリートの強度 

Aqc：側方のコーン状破壊に対する有効投影面積* 

      (*)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」による) 

 Ae：アンカーボルトのねじ部断面積 

 Fu ：アンカーボルト材の引張強さ 

 材料強度のばらつきがあること、またコンクリートの破壊は脆性的であるとともに非常に危険である

ので、2倍の安全率をとってQc≦2.0Qaであればコンクリートの側方破壊が先行する可能性があると判

断し、鋼板を巻くなどの対策を講じる。 

 
計算例 

 へりあきが 80mm、はしあきがへりあき（この場合 80mm)より長く、アンカー

ボルト間隔がへりあきの 2倍（この場合 160mm)以上あり、アンカーボルトは

M20,SS400 である。コンクリート強度はコア抜き試験の結果が無いことから

Fc=18(N/mm2)とする。 

 この場合、側方のコーン状破壊に対する有効投影面積Aqcは、0.5 c2
となる

ことから、コンクリートの側方破壊耐力は 

Qc=0.31 Fc･Aqc=0.31 18 ･0.5･3.14･802=1.3× 104 N =13 kN  

一方アンカーボルトのせん断耐力は 

Qa=0.75･314･400/ 3 =5.4× 104 N =54 kN  
となり、Qc=13 kN <2.0Qa=108 kN であることから、対策が必要と判断す

る。 

へりあき
c=80mm

アンカー
ボルト間隔
180mm>2c
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RC 造と鉄骨屋根の定着部のコンクリート破片落下防止対策例として、図付 2.1.1 を参考に

示す。なお、実施の際は、側方破壊によるコンクリート落下を防ぐため、必ず貫通ボルト

により、十分な反力が取れる大梁や柱に定着した鋼板を巻き付ける。また、壁など反力を

期待できない箇所を貫通ボルトによる定着先としないこと。 

 

既存状況 ＲＣ柱と鉄骨梁との接合部において，アンカーボルトのへりあきが不足してお

り，アンカーボルトのせん断耐力が保証されていない。 

 

補 強 例 

 

施工手順 ① 仕上，施工上可能寸法，鉄筋位置を確認する。 

② 基礎および基礎立ち上げ部柱型に補強鉄筋を定着させるための孔をあける。 

③ 既存ＲＣ柱のアンカー打設面を削り，エポキシモルタルで平滑に仕上げる。 

④ 接着系アンカーと貫通ボルトの孔をあける。（よく清掃を行うこと） 

⑤ 補強鋼板，接着系アンカー，貫通ボルトを設置する。 

⑥ グラウトモルタルを注入する。 

⑦ グラウトモルタル硬化後，接着系アンカー，貫通ボルトを締める。 

備  考 ・既存コンクリートと鉄板との接合は接着系アンカーとし，せん断伝達で使用す

ることが望ましい。 

・側方破壊によるコンクリート落下を防ぐため，必ず貫通ボルトにより躯体にア

ンカーした鋼板を巻き付ける。 

鉄板巻き補強

接着系アンカー

貫通ボルト(梁にアンカー)

へりあき不足 

へりあき不足 

図付 2.1.1：アンカーボルトのへりあきの補強例 
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過大な変形が生じる可能性のある鉄骨屋根の対策例として、図付 2.1.2 を参考に示す。 

 

既存状況 既存建築物の屋根面や床面の水平構面において，荷重伝達能力が不足している 

 

補 強 例  

 

 

設計上の 

留意点 

① 既存梁とガセットプレートの接合方法は，極力高力ボルト接合とする。 

② 水平筋かいの軸線は合わせることを心がけ，既存梁に偏心による付加応力を

極力生じさせない。 

備 考 ・梁が充腹材の場合であれば，各々のウェブ位置にて接合することも可能である。 

 
 

 
 

既 存 水 平 筋 か い 位 置

新 設 水 平 筋 か い

（ 小 梁 下 フ ラ ン ジ 位 置 ）

新 設 水 平 筋 か い

新 設 ガ セ ッ ト プ レ ー ト

図付 2.1.2：山形鋼による水平筋かいの新設例 
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